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令和８年度 男女共同参画に関する県民意識調査

【ダイジェスト版】

Ⅰ 調査概要

１ 調査目的

静岡県男女共同参画基本計画に基づく施策の検証・評価及び今後の施策推進の基礎資料とする

ため、令和８年度における静岡県民の男女共同参画に関する意識調査を実施した。

２ 調査内容

(1) 社会における制度・慣行について

(2) 男女共同参画に関する教育・学習について

(3) パートナー間の暴力について

(4) 男女が共に子育てや介護等に主体的に関わることができる環境について

(5) 意思決定の過程への女性の参画について

(6) 男女が共に能力を発揮できる就業環境について

(7) 地域社会の一員としての活動について

(8) 実践的な取組の推進について

(9) その他（男女共同参画関係・性の多様性等）について

３ 調査実施概要

(1) 調査地域 静岡県全域

(2) 調査対象 県内に居住する満 18 歳以上の県民 2,000 人

(3) 抽出方法 層化二段無作為抽出

(4) 調査方法 郵送配布・郵送回収、Web（インターネット）回収併用によるアンケート調査

(5) 調査時期 令和８年７月 23日～８月 12 日

(6) 調査期間 株式会社サーベイリサーチセンター

(7) 回収状況 発送数 2,000 人（100.0％）

回収数 700 人（ 35.0％）

有効回収数 700 人（ 35.0％）

Ⅱ 回答者の属性

【性・年代】 【婚姻状況】

結婚している

（事実婚・パートナーを含む）

62.4％

結婚していない

26.0％

結婚していたが、

離婚・死別した

11.6％

n=700

（単位：％）

≪男性≫ （n=700） ≪女性≫

全体

70歳以上

60～69歳

50～59歳

40～49歳

30～39歳

18～29歳10.7 

13.1 

16.2 

18.0 

16.5 

25.4 

46.7 

0.0 20.0 40.0 60.0 

14.6 

12.4 

19.4 

15.4 

17.3 

20.8 

53.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 
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Ⅲ 調査結果概要

Ｑ１. 本県において、男女が性別にかかわりなく、その個性と能力を十分に発揮することができる

機会が確保されていると思いますか。

◇男女が性別にかかわりなく、その個性と能力を十分に発揮することができる機会が確保されて

いると思う人（「思う」＋「どちらかといえばそう思う」）は 37.5%で、確保されていると思わ

ない人（「思わない」＋「どちらかといえばそう思わない」）の 35.6%をやや上回っている。ま

た、確保されていると思う人の割合は、女性が男性を 14.9 ポイント下回っている。

Ｑ２. あなたは、次の分野で男女が平等であると思いますか。

◇「③学校教育の場で」は平等感が高いが、それ以外の分野では、男性優遇だと感じる人が多い。

確保されて

いると思う

確保されて

いると思わない

全体（n=700） 37.5% 35.6%

男性（n=327） 45.6% 32.1%

女性（n=371） 30.7% 38.5%

7.4 

10.1 

5.1 

30.1 

35.5 

25.6 

22.7 

21.4 

23.7 

12.9 

10.7 

14.8 

25.9 

21.7 

29.4 

1.0 

0.6 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない 思わない

わからない 無回答

（n=700） 男性優遇 女性優遇

①家庭生活で 51.3% 11.6%

②職場で 53.2% 9.4%

③学校教育の場で 14.5% 6.1%

④地域で（自治会・

　自主防災会・NPOなど）
43.6% 8.3%

⑤政治の場で 72.4% 3.1%

⑥社会通念・慣習・

　しきたりなどで
71.9% 5.4%

10.9 

8.9 

2.6 

9.9 

29.4 

23.6 

40.4 

44.3 

11.9 

33.7 

43.0 

48.3 

28.7 

22.6 

48.0 

26.1 

11.3 

10.9 

9.6 

7.3 

5.0 

6.4 

2.1 

3.1 

2.0 

2.1 

1.1 

1.9 

1.0 

2.3 

6.4 

11.9 

27.3 

20.1 

11.6 

10.0 

2.0 

3.0 

4.1 

1.9 

1.6 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性が非常に優遇 どちらかといえば男性が優遇

平等 どちらかといえば女性が優遇

女性が非常に優遇 わからない

無回答
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Ｑ３. 「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」というような男女の役割を固定的に考えるこ

とについて、どのように思いますか。

◇反対と思う人（「反対」＋「どちらかといえば反対」）は 71.7%で、賛成と思う人（「賛成」＋「ど

ちらかといえば賛成」）の 17.6%を大きく上回っているものの、前回調査（令和６年度）の 69.8%

から微増にとどまっている。また、反対と思う人の割合は、男性が女性を 12.3 ポイント下回

っている。

◇男女の役割を固定的に考えることについて、反対と思う人（「反対」＋「どちらかといえば反

対」）の割合は、30～39 歳、60～69 歳が高い。

反対 賛成

全体（n=700） 71.7% 17.6%

男性（n=327） 65.1% 22.4%

女性（n=371） 77.4% 13.5%

35.3 

31.2 

39.1 

36.4 

33.9 

38.3 

15.3 

19.6 

11.6 

2.3 

2.8 

1.9 

10.0 

11.9 

8.4 

0.7 

0.6 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

反対 どちらかといえば反対

どちらかといえば賛成 賛成

わからない 無回答

（n=699） 反対 賛成

18～29歳（n= 90） 70.0% 20.0%

30～39歳（n= 89） 77.5% 18.0%

40～49歳（n=126） 65.8% 17.5%

50～59歳（n=116） 68.1% 21.6%

60～69歳（n=118） 77.9% 11.0%

70歳以上（n=160） 72.5% 18.1%

31.1 

42.7 

33.3 

37.9 

36.4 

32.5 

38.9 

34.8 

32.5 

30.2 

41.5 

40.0 

17.8 

13.5 

14.3 

20.7 

10.2 

15.6 

2.2 

4.5 

3.2 

0.9 

0.8 

2.5 

10.0 

4.5 

16.7 

9.5 

9.3 

8.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.9 

1.7 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

反対 どちらかといえば反対

どちらかといえば賛成 賛成

わからない 無回答
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Ｑ３－２. 反対と考えるのはなぜですか。（複数回答）

◇男女の役割を固定的に考えることに反対の理由として、「個人の能力や希望を尊重すべきだと

思うから」、「一律に決めつけるのは時代遅れだと思うから」と考える人が多い。

Ｑ３－３. 賛成と考えるのはなぜですか。（複数回答）

◇男女の役割を固定的に考えることに賛成の理由として、「性別により適性が異なると思うから」

と考える人が多く、特に女性の割合が高い。

　日本の伝統的な家族、社会のあり方だと思うから

　性別により適性が異なると思うから

　実情として、社会には性別役割分担に基づいた制度、

　慣習があるため、女性の就業や男性の家事・育児への

　参加は負担が大きいと思うから

　性別により役割を分担した方が、家族の安定や

　子どもの成長によい影響を与えると思うから

　性別により役割を分担した方が、

　効率的で、経済成長につながると思うから

　その他

　無回答

16.3%

52.0%

36.6%

39.0%

25.2%

4.9%

4.9%

15.1%

45.2%

34.2%

35.6%

28.8%

6.8%

5.5%

18.0%

62.0%

40.0%

44.0%

20.0%

2.0%

4.0%

0% 20% 40% 60% 80%

全体（n=123） 男性（n=73）

女性（n=50）

　男女平等に反すると思うから

　個人の能力や希望を尊重すべきだと思うから

　一律に決めつけるのは時代遅れだと思うから

　役割が固定されることで、男性の長時間労働の助長や

　女性の経済的自立の阻害など、社会的に悪影響を

　及ぼすと思うから

　多様な人材が活躍することで、創造性が高まるなど、

　経済成長につながると思うから

　その他

　無回答

27.3%

70.1%

57.0%

35.1%

38.4%

3.4%

0.6%

25.8%

67.1%

52.6%

33.3%

41.3%

3.3%

1.4%

28.6%

72.1%

60.6%

36.2%

36.6%

3.5%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

全体（n=502） 男性（n=213）

女性（n=287）
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Ｑ４. 現在あなたがお住まいの地域や勤務先で、次のようなことはありますか。

○地域や親戚の集まりでの食事の準備やお茶出しは女性の仕事

○自治会長などの重要な役職は男性の仕事

○職場でのお茶出しやコピーなどの雑務は女性の仕事

○家事・育児・介護は女性の仕事

ある ない

全体（n=700） 67.5% 19.5%

男性（n=327） 63.0% 25.4%

女性（n=371） 72.0% 14.3%

39.4 

33.3 

45.0 

28.1 

29.7 

27.0 

12.6 

16.2 

9.4 

6.9 

9.2 

4.9 

12.1 

11.0 

12.7 

0.9 

0.6 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よくある 時々ある あまりない 全くない わからない 無回答

ある ない

全体（n=700） 73.5% 9.4%

男性（n=327） 71.5% 12.0%

女性（n=371） 75.2% 7.2%

58.6 

54.4 

62.5 

14.9 

17.1 

12.7 

7.3 

8.9 

5.9 

2.1 

3.1 

1.3 

15.9 

15.0 

16.4 

1.3 

1.5 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よくある 時々ある あまりない 全くない わからない 無回答

ある ない

全体（n=700） 37.6% 40.4%

男性（n=327） 32.1% 51.7%

女性（n=371） 42.6% 30.7%

16.3 

11.9 

20.2 

21.3 

20.2 

22.4 

19.4 

21.4 

17.8 

21.0 

30.3 

12.9 

20.9 

15.6 

25.1 

1.1 

0.6 

1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よくある 時々ある あまりない 全くない わからない 無回答

ある ない

全体（n=700） 52.4% 34.9%

男性（n=327） 40.4% 48.6%

女性（n=371） 63.1% 22.9%

22.1 

11.0 

32.1 

30.3 

29.4 

31.0 

18.6 

26.0 

12.1 

16.3 

22.6 

10.8 

11.6 

10.1 

12.7 

1.1 

0.9 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よくある 時々ある あまりない 全くない わからない 無回答
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Ｑ５. 次のことがらについて、あなた自身はどのように思いますか。

○地域や親戚の集まりでの食事の準備やお茶出しは女性の仕事

○自治会長などの重要な役職は男性の仕事

○職場でのお茶出しやコピーなどの雑務は女性の仕事

○家事・育児・介護は女性の仕事

賛成 反対

全体（n=700） 25.2% 63.9%

男性（n=327） 26.3% 61.2%

女性（n=371） 24.3% 66.1%

2.3 

2.4 

2.2 

22.9 

23.9 

22.1 

32.3 

30.9 

33.2 

31.6 

30.3 

32.9 

9.7 

11.3 

8.4 

1.3 

1.2 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 わからない 無回答

賛成 反対

全体（n=700） 32.4% 52.6%

男性（n=327） 25.1% 62.7%

女性（n=371） 38.8% 43.7%

8.3 

5.5 

10.8 

24.1 

19.6 

28.0 

27.0 

30.0 

24.3 

25.6 

32.7 

19.4 

13.7 

11.6 

15.6 

1.3 

0.6 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 わからない 無回答

賛成 反対

全体（n=700） 7.0% 82.6%

男性（n=327） 7.3% 83.5%

女性（n=371） 6.8% 81.6%

1.0 

0.9 

1.1 

6.0 

6.4 

5.7 

27.9 

28.1 

27.2 

54.7 

55.4 

54.4 

9.0 

8.9 

9.2 

1.4 

0.3 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 わからない 無回答

賛成 反対

全体（n=700） 10.5% 80.2%

男性（n=327） 13.7% 74.9%

女性（n=371） 7.8% 84.7%

1.1 

1.8 

0.5 

9.4 

11.9 

7.3 

29.3 

32.7 

25.9 

50.9 

42.2 

58.8 

8.6 

11.3 

6.2 

0.7 

0.0 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 わからない 無回答
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◇「職場でのお茶出しやコピーなどの雑務は女性の仕事」以外の項目は、住んでいる地域や勤務

先に「ある」（「よくある」＋「時々ある」）と回答した人が多かった。また、いずれの項目にお

いても「ある」と回答した人は女性が男性を大きく上回り、現状認識に差がある。一方、自身

の考えとしてはいずれの項目においても「賛成」（「賛成」＋「どちらかといえば賛成」）より「反

対」（「どちらかといえば反対」＋「反対」）と回答した人が多く、意識と実態の乖離が見られる。
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Ｑ６. あなたは、自分の子ども（年齢を問いません）に対して次のような考えがありますか。

（複数回答）

◇自分の子どもに対して「安定した仕事に就いた方がよい」、「能力や学んだことを活かせる仕事

に就いた方がよい」と考える人が多い。また、「家庭や子育てと両立しやすい仕事に就いた方が

よい」と女の子に対して考える人の割合は、男の子に対して考える人よりも多い。

　地元で進学先を探してほしい

　収入が高い仕事に就いた方がよい

　安定した仕事に就いた方がよい

　家庭や子育てと両立しやすい

　仕事に就いた方がよい

　よい結婚相手に出会えそうな

　職場の方がよい

　事務的な仕事に就いた方がよい

　技術的な仕事に就いた方がよい

　残業がない又は少ない

　仕事に就いた方がよい

　転勤がない仕事に就いた方がよい

　正社員でなくても構わない

　能力や学んだことを活かせる

　仕事に就いた方がよい

　資格を活かせる仕事に就いた方がよい

　地元や親の近くで働いた方がよい

　都会で働いた方がよい

　キャリアアップを目指した方がよい

　無回答

8.0%

24.0%

64.2%

40.2%

7.1%

0.0%

21.6%

14.2%

17.5%

5.0%

64.8%

38.5%

11.2%

3.3%

18.3%

8.6%

11.3%

17.6%

54.9%

51.9%

8.0%

2.7%

11.5%

20.6%

22.8%

10.2%

58.5%

41.8%

13.5%

1.9%

17.9%

13.7%

0% 20% 40% 60% 80%

男の子に対して（n=338） 女の子に対して（n=364）
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Ｑ７. 現在、配偶者（事実婚・パートナーを含む）のいる方に伺います。あなたのご家庭では、次

にあげる家庭での役割を、主にどなたが担っていますか。

◇家庭での「家事」、「育児」、「介護」の担い手の主体は、依然として「女性」である。

①家計を支える

　（生活費を稼ぐ）
（n=436）

②掃除、洗濯、

　食事のしたく

　などの家事をする

（n=436）

③ゴミ出しなどの

　簡単な家事をする
（n=436）

④日々の家計の

　管理をする
（n=436）

⑤育児、子どもの

　しつけをする
（n=358）

⑥親の世話（介護）

　をする
（n=233）

⑦自治会・町内会

　などの地域活動

　を行う

（n=436）

⑧子どもの教育

　方針や進学目標

　を決める

（n=357）

⑨高額の商品や

　土地・家屋の

　購入を決める

（n=436）

1.6%

42.0%

21.8%

50.7%

23.7%

25.8%

11.7%

8.4%

1.6%

5.3%

35.6%

16.5%

13.3%

29.3%

20.2%

7.8%

15.4%

5.0%

17.7%

16.5%

16.5%

16.1%

35.5%

24.9%

17.0%

56.0%

50.5%

41.1%

2.3%

12.2%

6.7%

3.9%

5.2%

20.6%

7.8%

21.8%

30.7%

1.6%

30.0%

10.8%

0.3%

7.7%

31.4%

1.7%

15.1%

2.3%

1.1%

2.1%

1.4%

4.5%

11.6%

10.1%

7.6%

4.4%

1.4%

0.9%

0.9%

1.1%

2.8%

4.7%

1.4%

3.1%

1.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

主に妻 主に妻だが、夫も分担 夫と妻が同程度

主に夫だが、妻も分担 主に夫 その他

無回答



10

Ｑ８. あなたは、１日の中で、家事を何時間ぐらいしていますか。平日と休日に分けてお答えくだ

さい。

【平日】

【休日】

◇男性は「１分～２時間」が平日、休日ともに最も多く、女性は「２時間超～４時間」が平日、

休日ともに最も多い。

8.2%

73.5%

9.6%

0.9% 0.0% 0.0% 0.5%

7.3%

0.0%

22.6%

38.2%

23.0%

5.1% 3.2% 3.7% 4.1%

0%

20%

40%

60%

80%

0分 1分～2時間 2時間超～4時間 4時間超～6時間 6時間超～8時間 8時間超～10時間 10時間超 無回答

男性（n=219） 女性（n=217）

4.1%

64.4%

18.7%

0.9% 0.9% 0.0% 0.5%

10.5%

0.9%

17.1%

38.7%

24.0%

4.6%
2.3% 3.2%

9.2%

0%

20%

40%

60%

80%

0分 1分～2時間 2時間超～4時間 4時間超～6時間 6時間超～8時間 8時間超～10時間 10時間超 無回答

男性（n=219） 女性（n=217）
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Ｑ９. 生活の中での、「仕事」、「家庭生活」、「個人・地域の生活」（地域活動・学習・趣味・付き合

い）の優先度について、あなたの希望・現実（現状）に最も近いものはどれですか。

【男性】

【女性】

◇希望としては、男性も女性も『「仕事」と「家庭生活」をともに優先』したい人が多く、現実（現

状）では、女性は『「仕事」と「家庭生活」をともに優先』、『「家庭生活」を優先』している人

が多いが、男性は『「仕事』を優先している』人が最も多い。

6.4 

19.3 

8.6 

33.3 

2.4 
11.6 

11.6 

30.0 

14.1 

6.4 

22.6 

3.7 

7.0 

7.6 

「仕事」を優先

「家庭生活」を優先

「個人・地域の生活」を優先

「仕事」と「家庭生活」をともに優先
「仕事」と「個人・地域の生活」

をともに優先

「家庭生活」と「個人・地域の生活」

をともに優先

「仕事」と「家庭生活」と

「個人・地域の生活」をともに優先

希望（n=305） 現実（現状）（n=299）

1.6 

17.0 

7.0 

27.2 

6.5 

15.1 

18.9 

17.3 

24.5 

6.5 

25.1 

4.6 

8.6 
5.7 

「仕事」を優先

「家庭生活」を優先

「個人・地域の生活」を優先

「仕事」と「家庭生活」をともに優先
「仕事」と「個人・地域の生活」

をともに優先

「家庭生活」と「個人・地域の生活」

をともに優先

「仕事」と「家庭生活」と

「個人・地域の生活」をともに優先

希望（n=346） 現実（現状）（n=342）
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Ｑ10. あなたは、次のようなことが夫婦・恋人など親しい間柄にあるパートナー間で行われた場合、

それを暴力（ドメスティック・バイオレンス）だと思いますか。①～⑦のそれぞれについて、

あなたの考えに近いものをお選びください。なお、ここでの「夫婦」には、婚姻届を出して

いない事実婚や別居中の夫婦等も含みます。

◇いずれの項目も「どんな場合でも暴力にあたると思う」人の割合が最も高いが、「③他の異性と

の会話を許さない」については、「暴力にあたるとは思わない」人の割合（14.0%）が比較的高

い。

（n=700）

①平手で打つ、足でける、なぐる

②おどす、大声でどなる

③他の異性との会話を許さない

④家族や友人との関わりを持たせない、交友関係や

　行き先、電話・メールなどを細かく監視する

⑤行動を制限する、長期間無視し続ける

⑥家計に必要な生活費を渡さない、

　「誰のおかげで生活できるんだ」と言う

⑦性的な行為を強要する、避妊に協力しない

86.3 

64.6 

50.7 

67.0 

69.9 

78.1 

80.7 

9.6 

30.0 

26.9 

19.6 

19.6 

12.3 

10.7 

0.1 

1.4 

14.0 

5.3 

3.1 

2.4 

1.6 

1.3 

1.1 

5.1 

5.3 

4.0 

3.9 

3.7 

2.7 

2.9 

3.3 

2.9 

3.4 

3.3 

3.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どんな場合でも暴力にあたると思う

暴力にあたる場合も、そうでない場合もあると思う

暴力にあたるとは思わない

その他

無回答
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Ｑ11. あなたは、次のことがらを知っていますか。

①ジェンダー（社会的・文化的に形成された性別）

◇「知っている」と「聞いたことがある」の合計は 75.8%であり、「知らない」と答えた人は 22.0%

である。

②リプロダクティブ・ヘルス／ライツ

◇「知らない」が 84.0%で最も多く、「知っている」と「聞いたことがある」の合計は 13.2%と少

ない。

全体（n=700）

男性（n=327）

女性（n=371）

51.7 

47.4 

55.3 

24.1 

24.2 

24.3 

22.0 

26.3 

18.3 

2.1 

2.1 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 聞いたことがある 知らない 無回答

全体（n=700）

男性（n=327）

女性（n=371）

3.6 

1.8 

5.1 

9.6 

9.5 

9.7 

84.0 

85.0 

83.0 

2.9 

3.7 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 聞いたことがある 知らない 無回答
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Ｑ12. 「静岡県男女共同参画センターあざれあ」を利用したことがありますか。

◇「静岡県男女共同参画センターあざれあ」を知っている人（「利用したことがある」＋「知って

いるが、利用したことはない」）人は中部在住者は 60.0%の一方で、西部在住者、東部在住者は

３割に満たない。

全体（n=700）

東部（n=207）

中部（n=225）

西部（n=263）

11.4 

8.2

19.6 

6.8 

27.6 

21.7

40.4 

21.3 

59.0 

67.1

39.1 

69.6 

2.0 

2.9

0.9 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したことがある 知っているが、利用したことはない

知らない 無回答
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Ｑ13. 「静岡県男女共同参画センターあざれあ」について、あなたは、この施設にどのような役割

を期待していますか。

◇期待する役割として、「社会で働く上で役立つ講座の開催（起業、再就職、資格取得等）」と考

える人が多い。

　男女共同参画に関する学習会の開催

　（セミナー、講演会、シンポジウム等）

　社会で働く上で役立つ講座の開催

　（起業、再就職、資格取得等）

　女性を対象とした相談（電話、面接）

　男性を対象とした相談（電話、面接）

　広報誌や情報誌による男女共同参画の

　推進に関する情報提供

　インターネット（ホームページ）による

　男女共同参画の推進に関する情報提供

　男女共同参画に関する図書や資料の提供

　「あざれあ」で開催するセミナー受講者や

　相談者等が交流できる場や機会の提供

　様々な団体やＮＰＯが交流できる場や

　機会の提供

　男女共同参画に関する地域の実態調査等

　の研究

　誰もが利用できるホールや会議室の提供

　その他

　特にない

　無回答

24.0%

35.7%

17.1%

10.7%

15.1%

16.7%

4.3%

15.0%

10.9%

9.0%

22.0%

3.0%

28.1%

4.0%

26.6%

34.3%

15.0%

7.2%

15.0%

15.0%

4.3%

16.9%

9.2%

8.2%

21.3%

3.4%

24.6%

6.3%

26.2%

40.9%

21.3%

12.9%

14.2%

17.3%

4.4%

17.3%

12.4%

9.3%

25.3%

1.3%

28.0%

1.3%

20.2%

31.9%

15.2%

11.4%

16.3%

17.5%

3.8%

11.8%

10.6%

9.5%

19.8%

4.2%

31.2%

4.6%

0% 20% 40% 60% 80%

全体（n=700） 東部（n=207） 中部（n=225） 西部（n=263）


